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この講義では、近年続々と明らかとなる昆虫の生態や環境にやさしい害虫防除法など昆虫学の新しい展開を学び、昆虫学の近年の動向
を理解することを目的とします。近年の科学の進歩は目覚ましく、昆虫学の基礎分野に関しても生態学や分類学、生理学においても、
新聞やインターネット上にも続々と新しい知見がもたらされている。また応用分野においては、防除や利用の技術に関する情報がもた
らされている。これらについて解説します。

授業の進め方
と方法

資料や文献をもとにして双方向性で学んでいきます。

授業計画
【第1回】

ガイダンス、レポート（共通）
環境園芸実験実習Ⅰの授業内容について概要を説明し、実習場所の施設見学を行う。

関連する科目

授業計画
【第2回】

作物の播種（園芸）
圃場作物の播種方法について学ぶ。

授業計画
【第3回】

身近な造園空間の視察研修（造･緑）
都城島津邸では都城の歴史や薩摩様式の庭園を学び、早水公園または椎八重公園では公共緑地の特徴を学ぶ。

授業計画
【第4回】

ガーデニングによるブランディングについて学ぶ（こどものくにバラ園視察） (花･ガ)
こどものくにバラ園を視察します。2017年から現在まで、どのように管理運営されてきたかを学び、今後の施策を検討する。

授業計画
【第5回】

バイオ技術の基礎（バ･育）
培養実験を行いながらバイオ技術の基礎を学ぶ。

授業計画
【第6回】

花卉の基礎な栽培維持管理（園芸）
最適な環境条件を検討しながら、花卉を種子から繁殖し、さらにポット苗の生産を行う。

授業計画
【第7回】

アーバンデザイン（造･緑）
ポケットパークを事例として模型制作を行う。

授業計画
【第8回】

ガーデニングの基礎（寄せ植え）(花･ガ)
寄せ植えデザインを小グループ協働しながら作成を行うとともに、後期に作成する花壇を中心に管理作業を行う。

授業計画
【第9回】

無菌操作と培養の基礎（バ･育）
植物組織培養の基礎技術の培地の作成および無菌操作を行う。

授業計画
【第10回】

果樹の栽培管理（園芸）
果樹類への施肥および収穫に関する管理作業を行う。



授業計画
【第11回】

ランドスケープ・プランニング（造･緑）
坪庭の計画図面を通じて、魅力のある造園を学ぶ。

授業計画
【第15回】

花卉の栽培および花壇管理(園芸)
主要な花卉の苗物や鉢物の潅水、施肥および花がら等の維持管理作業を行う。また、都城キャンパス内にある花壇に季節に適した植物
材料を選定するとともに、それらを実際に定植し管理を行う。

授業計画
【第12回】

花壇及び花鉢の管理（通常管理及び車いす・アイマスクを用いた管理）(花･ガ)
車椅子・アイマスクを用いたしょうがい疑似体験をしながら実習で作成した寄せ植えの管理作業を実施する。

授業計画
【第13回】

栽培環境の基礎（園芸）
園芸植物の種類と栽培土壌の関係について学ぶ。

授業計画
【第14回】

生物と環境条件の調査（水生生物）（自然）
水辺ビオトープや水田・水路において、水生動物の採捕と観察、環境条件の測定を行う。

授業の到達目標 昆虫学の最新の専門的な知識を習得すること。

学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力−(1)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(1)

事前に専攻別に配布された講義日程をもとに内容を確認し，毎回30分程度予習をする．

授業時間外学習【予習】

授業時間外学習【復習】

備考

評価方法・基準

理解度とレポート

テキスト 随時、文献を渡します。

参考書 （著）酒井聡樹　これから論文を書く若者のために 究極の大改訂版　共立出版

課題に対する
フィードバック

レポートに修正を入れたりします。

実験実習中あるいは実習終了後に提出用レポートに目的，材料，方法、結果，考察およびまとめを図示も入れて記述しながら復習をか
ねて1時間程度学修する．その回ごとに体験すべき技術や実験がある。指示に従って適切に実施できているか，受講生の実施状況を見な
がら，その都度担当教員などから必要な指示がなされる。


